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概要：

このドキュメントでは、Cisco Unified Communications Manager(CUCM)を使用して、Private
Line Automatic Ring-down(PLAR)またはホットダイヤルにCisco IP Phoneを設定する方法につい
て説明します。

PLAR機能は、電話機が特定の回線でオフフックになると、設定済みの番号にダイヤルするよう
に設計されています。
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要件

  

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

Cisco Unified Communications Manager（CUCM）●

コーリングサーチスペース(CSS)●

パーティション(PT)●

トランスレーションパターン ●

Session Initiation Protocol(SIP)ダイヤルルール ●

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。

CUCM 10.5●

Skinny Client Control Protocol(SCCP)およびSIP電話機はCUCMに登録されます  ●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。ネットワークが稼働中の場合は、変更が及ぼす潜在的な影響について確実に理解しておく必要
があります。



関連製品

このドキュメントは、次のバージョンのハードウェアとソフトウェアにも使用できます。

CUCM 8.X/9.X/11.X ●

設定手順

SCCP PLARの設定

IP Phoneがオフフックになると、電話機が事前設定された電話番号を自動的にダイヤルできるよ
うにするには、CSSに、ブランクのトランスレーションパターン文字列を含むトランスレーショ
ンパターンを含むパーティションを設定します。この結果、Cisco Call Managerはこのパターン
と即座に一致します。次に、トランスレーションパターンは、着信番号（なし）を、コールが配
信される宛先番号（ホットダイヤル）に変換します。

注：PLAR用に設定された電話番号(DN)は、オフフックになると事前設定された番号にダイ
ヤルするため、PLAR DNを使用して他の番号をダイヤルすることはできません。たとえば
、これはホテルのロビーの一般的な設定です。

手順1:PLAR宛先のパーティションを作成します。

[コールルーティング] > [クラス制御] > [パーティション]に移動し、[新しいパーティションの追加
]を選択します。必要な詳細情報を入力し、[挿入]をクリックします



ステップ2：新しいCSSの作成

[コールルーティング] > [クラス制御]に移動します> Calling Search Space 次に 新しいコーリング
サーチスペースの追加. 



ステップ3:トランスレーションパターンを作成します。

[コールルーティング] > [トランスレーションパターン]に移動し、[新しいトランスレーションパタ
ーンの追加]をクリックします。ステップ1とステップ2で以前に作成したパーティション名と
CSSを選択します。最後に、[Called Party Transformation Mask]にPLARのターゲット番号を入力
します。[Insert] をクリックします。

注：[トランスレーションパターン(Translation Pattern)]フィールドが空白のままになってい
ることを確認します。



注：この例の背後の設計はDN 1161に基づいています。1161はPLARのターゲットですが、
この設定により、1161は他の電話機からコールを受信できます。

トランスレーションパターンの最初のスクリーンショットで使用されるCSSは、ターゲットDNパ
ーティションにアクセスできます。

ステップ 4：  PLAR電話機に必要なコーリングサーチスペースを割り当てます。

[デバイス（Device）] > [電話（Phone）] に移動します。 ●

[Find] をクリックして、Cisco Unified Communications Managerに登録されているすべてのIP●



Phoneを検索します
PLAR電話機を選択し、PLARのDNを選択します●

PLARのDNへのCSSの割り当て●

注：この設定例では、DN 1054 ～ 1161にPLARを作成しますが、CSSはDNレベルに設定さ
れています。これにより、PLAR機能に影響を与えることなく、同じIP Phoneから通常のコ



ールを発信できます。 

 SIP PLARの設定

ステップ1:SIP PLARダイヤルルールの作成

N～に乗り出す[コールルーティング(Call Routing)] > [ダイヤルルール(Dial Rules)] > [SIPダイ
ヤルルール(SIP Dial Rules)] 

●

新規追加●

注：[Description] フィールドはオプションです。 

注：PLAR機能をデバイスの1 DNのみに強制するには、[Dial Parameter]がボタンに設定さ
れています。 

注：別のボタンまたはIP PhoneでPLARが必要な場合は、別のPLARルールを作成する必要
があります。 

ステップ2:SIP電話機にルールを割り当てます。

これは、SIP電話機でのみ必要です。



確認

設定が正しく実行されたことを確認するために、電話機をオフフックにします。電話機が自動的
に番号1161にダイヤルします。
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